
最上川上流水防災意識社会再構築ビジョンの取組 H29.7版

■洪水時の避難指標を設定
・天童市樽川において、洪水時に避難の指標となる危険度に応じた基準水位を市・県・国
連携のもと、市が地域合意を得て設定

・樽川は国や県による洪水予報の指定河川でないため避難の指標がなかったが、平成25、
26年等近年浸水が多発していた

・なお、基準水位設定に併せて河川水位警告灯を現地に設置
・これらの取組みにより行政の円滑な避難誘導だけでなく、住民の主体的な避難行動を期待

【参考：Ｈ25浸水状況】 【参考:市･県･国の調整状況】

〈設定フロー〉

現地調査
地域住民への聞き込み

過去最大水位上昇量の検証
リードタイムの検討

地 元 調 整

避難情報発令の基準となる
「避難判断水位」「氾濫危険水位」を設定

氾濫危険⽔位(避難勧告)4.0m (TP+87.4m)避難 全員避難

避難判断⽔位(避難準備・⾼齢者等避難開始) 3.3m (TP+86.7m)危険
⾼齢者等避難開始

【イメージ図】 樽川堤防天端 4.6m

【参考：7/31現地説明会開催状況】
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